
活躍めざましい望月美佐さん

☆
小
磯
良
平
画
伯
迎
賓
館

〈
赤
坂
離
宮
〉
の
壁
画
完
成

こ
の
た
び
迎
賓
館
〈
赤
坂
離

宮
〉
が
改
装
さ
れ
、
小
磯
良
平

画
伯
が
刈
号
の
壁
画
二
枚
を
製

作
、
納
め
ら
れ
た
。

若
者
の
群
像
を
描
く
こ
の
大

作
は
Ｒ
本
を
訪
れ
る
賓
客
を
歓

迎
す
る
に
ふ
さ
わ
し
く
、
納
入

に
先
だ
ち
、
三
月
二
十
三
日
か

ら
二
十
七
日
ま
で
東
京
京
王
梅

田
画
廊
に
て
エ
ス
キ
ー
ス
四
○

点
と
と
も
に
展
覧
、
一
般
公
開

さ
れ
た
。

☆
プ
モ
・
リ
（
ヒ
マ
ラ
ヤ
）
を

め
ざ
す
社
会
人
登
山
隊

社
会
人
の
山
岳
団
体
ク
ラ
ブ

雲
峰
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
隊
が
こ

の
ほ
ど
結
成
さ
れ
、
７
月
型
日

の
出
発
を
め
ざ
し
て
準
備
に
追

わ
れ
て
い
る
。
隊
員
廻
名
（
隊

長
藤
田
博
さ
ん
）
で
、
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
や
自
営
業
と
職
業
は
さ

ま
ざ
ま
で
も
、
飯
よ
り
も
山
の

好
き
な
人
達
ば
か
り
。

目
標
は
、
ネ
パ
ー
ル
・
ヒ
マ

ラ
ヤ
、
マ
ハ
ラ
ン
グ
ー
ル
山
群

プ
モ
・
リ
（
七
、
一
四
五
”
）

で
、
未
開
拓
の
西
壁
側
か
ら
登

さ
ん
（
兵
庫
区
氷
室
町
２
丁
目
別
ノ
調

奮
５
１
１
１
七
○
八
四
）
が
、
５
『
月

”
Ｈ
（
月
）
神
戸
文
化
ホ
ー
ル
中

ホ
ー
ル
で
「
望
月
美
佐
リ
サ
イ

タ
ル
」
（
辞
職
・
雑
の
２
回
入
場
券

二
○
ｏ
ｏ
円
）
を
開
く
。

「
３
年
間
に
廻
っ
た
外
国
で

の
害
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
や
、
幼
児
教
育
の
シ
ョ
ー
、
舞

台
で
の
シ
ョ
ー
寂
ど
か
ら
、
何

百
人
の
観
衆
を
集
め
文
字
を
書

く
と
、
机
上
で
の
静
か
ら
動
へ

の
面
白
さ
が
あ
る
と
思
い
、
今

回
、
書
の
良
さ
を
犯
さ
ず
、
現

代
に
生
き
る
動
の
書
を
、
わ
か

り
や
す
く
や
っ
て
み
た
い
の

で
、
ぜ
ひ
ご
覧
下
さ
い
」
と
意

欲
満
々
。
演
出
・
山
田
元
彦
／

音
楽
・
平
吉
毅
州
／
振
付
・
中

村
万
策
・
灰
原
明
彦
／
美
術
・

板
坂
晋
治
／
照
明
・
林
恵
介
／

映
像
・
正
木
信
之
／
衣
裳
・
前

田
親
男
・
藤
本
ハ
ル
ミ
／
舞
台

監
督
・
鈴
木
み
つ
を
／
進
行
・
岡

田
美
代
。
出
演
者
は
、
望
月
美

佐
、
中
村
万
策
、
灰
原
明
彦
、

藤
舎
推
峰
・
呂
悦
・
寿
洗
／
花

柳
芳
恵
一
子
／
今
岡
順
子
／
岩

崎
加
根
子
の
ほ
か
に
栄
い
づ
み

・
伴
淳
三
郎
の
出
演
が
予
定
さ

れ
て
い
る
。

☆
美
し
い
清
涼
剤
ア
ニ
メ
映
画

自
由
な
空
想
か
ら
生
ま
れ
た

奇
抜
な
形
象
と
奔
放
な
動
き
が

飛
び
ま
わ
る
面
面
、
ア
ニ
メ
ー

シ
ョ
ン
映
画
は
詩
的
で
フ
ァ
ン

タ
ジ
ッ
ク
、
な
メ
ル
ヘ
ン
。

帥
年
の
生
涯
を
ア
ニ
メ
映
画

ひ
と
す
じ
に
生
き
た
大
藤
信
郎

頂
す
る
た
め
、
か
な
り
の
困
難

が
予
想
さ
れ
る
と
い
う
。
一
九

六
二
年
に
ド
イ
ツ
、
ス
イ
ス
両

国
に
よ
る
合
同
隊
が
東
北
稜
か

ら
プ
モ
・
リ
の
初
登
頂
に
成
功

し
一
九
七
二
年
に
は
フ
ラ
ン
ス

隊
が
南
壁
側
よ
り
第
二
登
し
て

お
り
、
こ
の
登
山
隊
が
成
功
す

れ
ば
第
三
登
に
な
る
だ
け
に
、

関
係
者
か
ら
期
待
が
寄
せ
ら
れ

て
い
る
。

連
絡
先
は
、
神
戸
市
垂
水
区

南
多
間
台
６
丁
目
１
の
９
７
、

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
７
８
２
〉
３
０
１
５
－
局

木
稔
さ
ん
。

☆
〃
動
″
の
害
を
見
せ
る

望
月
美
佐
リ
サ
イ
タ
ル

こ
の
と
こ
ろ
海
外
で
の
活
蹄

め
ざ
ま
し
い
書
家
の
望
月
美
佐

譲識

｜
に
し
よ
う
と
い
う
運
動
で
す
。

｜
誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動
本
部

一
神
戸
市
葺
合
区
御
幸
通
八
の
九
の
一

一
調
手
率
燕
巻
確
一
稚
一
（
緬
諏
福
血
揃
）

誕
生
日

あ
り
が
と
う

運
動

１
４６

１

★
誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動

九
周
年
を
迎
え
る

昭
和
四
十
年
五
月
八
日
、
神
戸
市
長

田
区
の
室
内
（
む
ろ
う
ち
）
小
学
校
の

特
殊
学
級
を
母
体
に
し
て
発
足
し
た
、

精
神
薄
弱
児
問
題
の
社
会
啓
発
を
目
的

と
す
る
「
誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動
」

は
こ
の
五
月
で
九
周
年
を
迎
え
ま
し

た
。地

元
神
戸
の
み
な
さ
ま
の
あ
た
た
か

い
ご
声
援
ご
協
力
に
対
し
て
、
心
か
ら

厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

本
運
動
は
、
誰
に
で
も
年
に
一
度
め

ぐ
っ
て
く
る
誕
生
日
を
機
会
に
、
精
神

薄
弱
問
題
を
自
分
の
問
題
と
し
て
主
体

的
に
考
え
て
い
こ
う
と
い
う
精
神
運
動

で
す
。ポラ

ン
テ
㎡
ア
に
よ
っ
て
運
営
推
進

さ
れ
、
「
細
く
長
く
」
を
運
動
の
モ
ッ

ト
ー
と
し
て
い
ま
す
。

「
神
戸
っ
子
」
の
愛
読
者
の
み
土
さ

ま
の
ご
協
力
を
、
あ
ら
た
あ
て
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

な
お
本
運
動
で
は
、
九
周
年
記
念
行

事
と
し
て
左
の
行
事
を
い
た
し
ま
す
。

写
真
展

○
五
月
十
日
（
金
）
’
十
二
日
（
日
）

○
セ
ン
タ
ー
街
入
口

○
展
示
内
容

重
症
心
身
障
害
児
施
設
に
働
く
職
員

の
実
態
を
訴
え
る
写
真

み
な
さ
ま
ぜ
ひ
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

☆
挺
生
日
あ
り
が
と
う
運
動
と
は

精
神
薄
弱
問
題
の
啓
発
運
動
で
す
。

誕
生
日
の
お
祝
の
中
か
ら
意
識
的
に

百
円
節
約
し
て
献
金
す
る
。
各
家
庭
で

こ
の
問
題
に
つ
い
て
話
し
合
う
機
会
を

も
つ
・この

こ
と
を
手
が
か
り
と
し
て
、
わ

た
し
た
ち
す
べ
て
が
精
神
薄
弱
児
（
者
）

を
あ
た
た
か
く
包
む
雰
囲
気
を
広
げ
る

と
同
時
に
、
ひ
と
り
ひ
と
り
の
か
け
が

え
の
な
い
生
命
に
つ
い
て
思
い
を
め
ぐ

ら
せ
、
年
に
一
度
の
誕
生
日
を
有
意
義
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た
も
の
。
珍
し
い
墨
絵
と
ラ
デ

ロ
フ
さ
ん
の
器
用
な
手
づ
く
り

の
茶
怨
に
神
戸
在
住
の
ド
イ
ツ

人
も
さ
す
が
目
を
ま
る
く
し
て

い
た
。

☆
花
柳
芳
五
三
郎
師
籍
加
年
に

家
元
と
〃
夜
の
梅
″

神
戸
の
邦
舞
家
花
柳
芳
五
三

郎
師
（
兵
庫
区
福
原
町
私
ノ

鯉
）
が
師
籍
加
年
の
会
を
国
際

霊
船
」
は
一
九
五
六
年
ヴ
ェ
ニ

ス
国
際
映
画
祭
グ
ラ
ン
・
ブ
リ

を
と
っ
て
い
る
。

ほ
か
に
先
頃
亡
く
な
っ
た
清

水
崖
原
作
の
「
く
じ
ら
天
国
」

は
、
愛
し
合
っ
た
二
頭
の
く
じ

ら
が
人
間
の
行
為
に
よ
っ
て
死

ん
で
し
ま
い
、
天
国
の
海
で
生

き
る
と
い
う
く
じ
ら
の
愛
の
物

語
。
あ
と
大
阪
の
庶
民
に
伝
わ

る
話
を
も
と
に
し
た
「
て
ん
ま

の
と
ら
や
ん
」
、
大
正
中
期
か

ら
昭
和
加
年
ま
で
の
代
表
作
⑫

作
品
を
収
録
、
日
本
の
初
期
ア

ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
歩
み
を
ま
と

め
た
「
漫
画
誕
生
」
。

せ
ち
が
ら
い
毎
日
に
く
た
び

れ
ぎ
み
の
人
に
は
、
救
い
に
な

る
と
思
う
ョ
。

ア
ニ
メ
映
画
の
会
・
５
月
鵡
日
（
木
）

の
作
品
な
ど
５
木
が
上
映
さ
れ

る
「
ア
ニ
メ
映
画
の
会
」
が
５

月
、
日
神
戸
文
化
小
ホ
ー
ル
で

開
か
れ
る
。
昔
な
が
ら
の
絵
双

紙
風
な
江
戸
情
緒
が
日
本
的
な

大
藤
作
品
は
海
外
で
も
高
く
評

価
さ
れ
、
今
回
上
映
さ
れ
る
「
く

じ
ら
」
は
一
九
五
三
年
カ
ン
ヌ

国
際
映
画
祭
で
二
等
賞
、
「
幽

会
館
で
４
月
６
，
，
７
Ｈ
開
き
、

活
気
の
あ
る
舞
台
を
見
せ
た
。

特
に
家
元
寿
輔
と
踊
る
大
和
楽

〃
夜
の
梅
″
で
は
、
坂
田
藤
十

郎
を
お
梶
の
家
元
と
力
演
。
ま

た
、
義
太
夫
「
龍
虎
」
は
五
世

芳
次
郎
と
子
息
の
伊
三
郎
が
熱

の
こ
も
っ
た
舞
台
を
み
せ
た
。

こ
と
に
若
手
男
性
舞
踊
手
の

成
長
ぶ
り
が
め
ざ
ま
し
く
、
大

変
楽
し
み
だ
。

☆
美
し
い
心
の
花
嫁
の
た
め
の

ブ
ラ
イ
ダ
ル
専
科

千
年
の
伝
統
を
も
つ
京
お
ん

な
の
「
し
つ
け
」
。
謙
虚
さ
、

思
い
や
り
、
気
品
、
か
し
こ
さ

な
ど
租
母
か
ら
母
に
、
母
か
ら

娘
に
と
受
け
つ
が
れ
た
京
お
ん

な
の
し
つ
け
を
、
結
婚
適
齢
期

を
む
か
え
た
女
性
に
伝
授
し
よ

１
４７

１

大藤信郎作「くじら」より

美
術

神
戸
文
化
小
ホ
ー
ル
・
６
時
洲
場
。

問
い
合
わ
せ
は
㈱
ア
ー
ト
社
ア
ニ
メ
映

画
の
会
事
務
所
画
３
２
３
１
二
二
三
一

㈱
ア
ー
ト
社
か
ら
「
ア
ニ
メ
映
画
の
会
」

招
待
券
が
、
『
神
戸
っ
子
」
の
読
者
加
名

棟
に
噛
ら
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
一
三
五
ペ

ー
ジ
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

☆
神
戸
．
ク
ラ
ブ
で
珍
し
い

墨
絵
展

阿
月
五
Ⅱ
か
ら
八
日
ま
で
、

ヘ
ン
リ
ー
。
Ｊ
・
ラ
デ
ロ
フ
さ

ん
と
い
う
ド
イ
ツ
人
の
手
に
よ

る
珍
し
い
絵
墨
展
が
北
野
町
の

神
戸
ク
ラ
ブ
で
開
か
れ
た
。

ラ
デ
ロ
フ
さ
ん
（
狸
）
は
東

ド
イ
ツ
の
メ
ク
レ
ン
ブ
ル
グ
で

生
ま
れ
、
西
ド
イ
ツ
の
マ
イ
ン

ッ
美
術
大
学
で
油
絵
を
学
ん
だ

後
皿
年
前
に
来
日
し
、
墨
の
も

つ
深
さ
に
魅
か
れ
て
京
都
の
二

尊
院
、
詩
仙
堂
、
修
学
院
離

宮
、
桂
離
宮
な
ど
を
次
々
と
訪

ね
歩
き
、
墨
絵
に
没
頭
し
て
し

ま
っ
た
。
今
ま
で
に
も
シ
ド
ニ

ー
、
シ
ア
ト
ル
、
ポ
ー
ト
ラ
ン

ド
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
、
ス

ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
、
ウ
ィ
ー
ン
な

ど
で
個
展
を
開
い
て
好
評
だ
っ

た
が
今
回
の
個
展
は
神
戸
で
は

初
め
て
で
、
大
阪
・
神
戸
ド
イ

ツ
総
領
事
館
が
開
設
百
年
記
念

行
事
の
一
つ
と
し
て
招
へ
い
しヘンリー・ヨハン・ラデロフさん

村☆グ佐大 ｼ ｰ ､ 古諸☆近神グ☆兵六糖し★イま☆兵生ヨ☆安現輪☆中小山黄★中☆南☆示安神日一日☆
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ガ
イ
ド
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と
は
、
美
し
い
こ
と
と
は
、
豊

か
と
い
う
こ
と
と
は
、
ど
ん
な

こ
と
蔵
の
だ
ろ
う
ｌ
そ
ん
麓

原
点
を
求
め
て
や
き
も
の
の
旅

に
出
た
と
い
う
宮
崎
修
二
郎
さ

ん
（
神
戸
新
聞
記
者
）
の
「
や

き
も
の
の
旅
」
が
保
育
社
の
カ

ラ
ー
ブ
ッ
ク
ス
か
ら
出
版
さ
れ

た
。
ブ
ー
ム
と
い
わ
れ
る
や
き

も
の
だ
が
、
く
ら
し
の
中
の
美

し
い
も
の
を
愛
で
る
著
者
の
Ⅱ

と
心
が
清
々
し
い
。

保
育
社
カ
ラ
ー
プ
ッ
ク
ス
剛

「
や
き
も
の
の
旅
」
一
五
二

頁
。
三
八
○
円
。

う
と
い
う
、
ブ
ラ
イ
ダ
ル
専
科

教
室
が
現
わ
れ
た
。

こ
れ
は
神
戸
で
お
作
法
教
室

を
開
い
て
い
る
紫
水
遠
州
流
家

元
西
田
祥
風
さ
ん
が
、
こ
の
ほ

ど
新
た
に
開
い
た
も
の
。
内
容

は
言
葉
、
あ
い
さ
つ
、
動
作
、

訪
問
な
ど
の
マ
ナ
ー
、
煎
茶

道
、
茶
花
、
抹
茶
、
き
も
の
、

台
所
の
知
恵
、
救
急
知
識
と
日

常
の
な
か
の
多
岐
に
わ
た
っ
た

も
の
で
月
四
回
、
期
間
は
一
カ

年
。
神
戸
っ
娘
た
ち
に
、
京
お

ん
左
の
し
つ
け
が
優
雅
に
受
け

つ
が
れ
る
か
ど
う
か
。

・
家
元
教
室
露
４
３
１
１
○
四
一
九

・
サ
ソ
ト
ア
教
室
園
３
３
１
１
八
○
二
九

☆
あ
る
都
市
議
員
の
告
発

「
自
民
党
よ
ど
こ
へ
行
く
」

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
こ
そ
国
の
担

い
手
と
、
兵
庫
一
区
選
出
の
自

☆
文
化
に
馴
染
む

最
近
、
文
化
芸
術
の
催
し

物
が
め
っ
き
り
増
え
た
。

し
か
も
、
い
ろ
い
ろ
左
催

し
が
雌
か
り
し
た
水
準
の
高

い
も
の
が
多
く
な
っ
た
。
こ

れ
は
実
に
、
昨
秋
オ
ー
プ
ン

し
た
文
化
ホ
ー
ル
の
力
で
あ

る
。
い
ま
や
神
戸
市
で
は
、

大
、
中
、
小
ホ
ー
ル
と
三
つ

花時計

蕊一・漆…織蕊難轄識
r やきものの旅」

民
党
石
井
一
衆
議
院
議
員
（
釦
）

が
、
四
月
十
五
日
日
本
生
産
性

本
部
よ
り
〃
あ
る
都
市
議
員
の

告
発
″
「
自
民
党
よ
ど
こ
へ
行

く
」
（
六
八
○
円
）
を
発
刊
し

た
。
妬
歳
で
国
会
に
出
て
い
ら

い
５
年
間
、
神
戸
で
の
選
挙
戦

の
内
容
を
変
え
た
と
い
わ
れ
る

石
井
氏
の
０
か
ら
の
ス
タ
ー
ト

や
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
出
身
代
議

士
と
し
て
自
民
党
の
内
部
革
新

を
計
り
、
六
千
万
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
の
た
め
の
政
治
を
と
熱
っ
ぽ

い
。★

や
き
も
の
の
ふ
る
さ
と
を

訪
ね
る
本

ｌ
私
は
、
や
き
も
の
と
い

う
も
の
の
存
在
を
自
分
の
く
ら

し
の
中
に
置
き
、
そ
れ
を
仲
だ

ち
と
し
て
、
く
ら
し
を
考
え
て

み
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
幸
せ

あ
り
そ
れ
ぞ
れ
が
ほ
と
ん
ど

フ
ル
に
動
い
て
い
る
。

ど
れ
ほ
ど
立
派
な
ホ
ー
ル

を
も
っ
て
い
て
も
そ
れ
が
上

手
に
運
営
さ
れ
な
い
と
全
く

意
味
が
な
い
。
ほ
ど
よ
く
活

用
さ
れ
て
こ
そ
真
価
が
発
揮

さ
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
文
化
ホ
ー
ル

が
開
館
さ
れ
て
か
ら
の
運
営

に
携
わ
る
人
た
ち
の
頑
張
り

の
結
晶
な
の
だ
と
思
う
。

門
外
漢
で
は
あ
る
が
、
元

来
文
化
的
な
芸
術
的
左
彩
り

の
濃
い
催
し
物
と
い
う
の
は

企
画
当
事
者
の
努
力
と
か
想

い
と
は
う
ら
は
ら
に
、
入
り

が
少
な
く
て
赤
字
を
出
し
た

り
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う

こ
と
は
想
像
が
つ
く
。

大
変
な
仕
事
で
あ
る
こ
と

は
お
し
測
る
こ
と
が
出
来
る

が
、
神
戸
の
文
化
の
た
め
に

力
を
つ
く
し
て
い
た
だ
き
た

い
。神

戸
の
人
た
ち
が
国
際
的

な
水
準
の
あ
る
催
し
に
な
ん

と
し
て
も
馴
染
み
た
い
。
ど

ん
左
に
無
理
を
し
て
で
も
そ

の
芸
術
に
ひ
た
り
た
い
と
い

う
習
性
が
生
れ
て
来
る
ま
で

頑
張
っ
て
ほ
し
い
。

〈
Ｙ
〉

【
○
国
因
弔
○
の
目

☆
中
西
勝
画
伯
の
新
居
が
完
成
。
モ
ロ

ッ
コ
か
ら
来
神
中
の
モ
ハ
メ
ッ
ト
君
は

５
月
ｎ
日
に
帰
国
と
の
こ
と
で
す
。

☆
神
戸
出
身
の
一
一
ツ
ト
デ
ザ
イ
ナ
ー
秦

砂
丘
子
さ
ん
が
ブ
テ
ィ
ッ
ク
Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ａ

Ｋ
Ｏ
ｏ
Ｈ
Ａ
Ｔ
Ａ
を
原
宿
の
Ｐ
Ａ
Ｌ
Ａ

Ｉ
Ｓ
・
Ｆ
Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｃ
Ｅ
の
５
階
に
（
東

京
都
渋
谷
区
神
宮
前
１
ノ
６
ノ
ー
東
郷

文
化
会
館
圏
偲
４
０
５
ノ
９
６
３
９
）

に
こ
の
春
よ
り
開
か
れ
て
い
讃
す
。

ニ
ッ
ト
の
オ
ー
ト
ク
チ
ュ
ー
ル
作
品

は
非
常
に
ユ
ニ
ー
ク
で
、
プ
レ
タ
商
品

も
お
か
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
上
京
の

節
は
お
立
寄
り
を
。

☆
ニ
ッ
ト
の
郡
あ
き
さ
ん
が
須
磨
へ
移

転
さ
れ
ま
し
た
。
新
住
所
は
須
磨
区
衣

掛
町
３
丁
目
一
番
二
十
三
号
で
ん
わ

（
○
七
八
）
七
三
一
’
七
七
○
九
で
す
。

★
水
墨
画
の
松
本
泰
山
氏
は
外
務
省
の

文
化
交
流
の
た
め
海
外
へ
。
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ヤ
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
水
墨

画
の
紹
介
、
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
、

講
習
、
個
展
を
開
き
５
月
４
日
に
帰
国
。

☆
ザ
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・
グ
ル
ー
プ
の

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
・
Ｓ

Ｈ
Ｏ
Ｗ
の
成
果
を
と
、
記
録
映
画
と
報

告
の
会
が
、
３
月
理
日
大
阪
綿
業
会
館

７
階
で
開
か
れ
ま
し
た
。

☆
ニ
ッ
カ
ウ
ィ
ス
キ
ー
神
戸
営
業
所
の

岩
瀬
正
彦
さ
ん
が
、
広
島
へ
栄
転
さ
れ

ま
し
た
。

☆
三
宮
そ
ご
う
宣
伝
部
の
舟
坂
正
義
さ

ん
が
「
広
島
そ
ご
う
」
の
販
売
推
進
課

へ
栄
転
さ
れ
新
住
所
は
、
広
島
市
基
町

皿
ノ
加
千
代
田
生
命
ピ
ル
地
下
一
階

露
（
皿
）
三
九
二
七

★
神
戸
新
聞
の
阪
神
支
局
長
の
有
井
基

さ
ん
が
本
社
社
会
部
次
長
に
栄
転
さ
れ

ま
し
た
。
社
会
部
長
は
田
中
忠
さ
ん
。

☆
５
月
溺
日
（
土
）
六
時
半
か
ら
辻
久

子
さ
ん
が
西
宮
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
で

バ
イ
オ
リ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
か
れ
、

純
益
は
心
身
障
害
児
の
福
祉
に
使
用
さ

れ
ま
す
。
お
問
合
せ
は
Ｔ
Ｅ
Ｌ
○
七
八

’
八
二
一
’
八
四
三
九
へ 148

’
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； |鍵

～

お
オ
ノ
レ

イ
ん
ぶ
ら鮪, ､ 久手

蕊

禁
漁

本
店
大
丸
前
・
三
宮
神
社
東

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
池
）
弱
”
両
躯
１
４

（
毎
週
水
曜
日
休
み
）

支
店
さ
ん
ち
か
味
の
の
れ
ん
街

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
皿
）
５
２
３
３

（
第
３
水
曜
日
休
み
）

譲蕊

営業時間
ＡＭ, 1 1 . 3 0 ～Ｐ.Ｍ9 . 0 0

神戸三宮生田ノ社ノ西電話( 3 3 1 ) ０９３５

G ＲＥＥＮＫＯＢＥＳＨＯＰＰＩＮＧ

営業時間
定休日

垂元町４丁目ＴＥＬ( 3 4 1 ) 7 2 9 0

蕊蕊 篭蕊議蕊識篭灘窯

ｕ: ００ＡＭ～９：３ＯＰＭ
第三ﾌ k 曜日
(078)391-5319

鐸謙鍵戦撫耀謹溌

☆ちゃん二鍋でモリモリカを

☆とにかく遠慮はせずに

ダイナミックに食べよう．ノ

三恵洋服店
1４９ ハイセンスの紳士服で最高のおしゃれを／

さんちか味ののれん街

幅
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’
水
生
あ
そ
・
ひ

の
お
も
ち
ゃ
が

そ
ろ
い
ま
し
た

額橡絵画。洋画材料
室内工芸品

三宮・大丸北
トア・ロード
3 3 1 - 1 3 0 9 . 6 2 4 3

議蕊i f 蕊蕊

くつ甲美術品とアクセサリーの専門店

太田篭甲店
元町１丁目ＴＥＬ( 3 3 1 ) 6 1 9 5

ＧＲＥＥＮＫＯＢＥＳＨＯＰＰＩＮＧ

ファミリータウン３９１－４０４５
市街地改造のたぬ仮店舎甫にて営業中
元町通３丁目山側３３１－００９０
元町通１丁目不二屋前３９１－０７６８

末積製 額
1５０

お
も
ち
ゃ
の

力
ｘ
ヤ

高級紳士服専門店

神戸テーラー

さんちかメンズタウンＴＥＬ( 3 9 1 ) 0 3 8 8
生田区北長狭通2 ( 阪急西口)ＴＥＬ( 3 3 1 ) 2 8 1 7 .３１７３
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小
西
保
文

連
載
小
説

ﾍ、

葉
月
一
郎

、

え

く
惣
酬

１
５

〈
８
〉
密
併
者

支
局
の
階
段
を
、
か
け
上
が
る
よ
う
に
昇
っ
た
。

夕
暮
れ
ど
き
は
、
ち
ょ
う
ど
一
斉
に
朝
刊
用
の
原
稿
が
出
は
じ

め
て
、
軽
い
午
睡
か
ら
醒
め
た
あ
と
の
よ
う
な
活
気
が
わ
き
上
が

る
の
が
常
だ
。

そ
の
活
気
の
向
こ
う
に
、
石
津
支
局
長
の
細
い
眼
が
み
え
た
。

「
お
ー
い
、
戸
波
君
」

ま
る
で
機
先
を
制
す
よ
う
に
支
局
長
が
手
招
き
す
る
。

一
瞬
、
ひ
る
み
か
け
な
が
ら
騎
虎
の
勢
い
で
突
き
進
む
。
疑
惑

を
一
気
に
ぶ
つ
つ
け
よ
う
と
す
る
鼻
先
で
細
い
眼
が
光
っ
た
。

「
和
久
井
社
長
が
、
お
れ
た
ち
の
会
見
に
応
ず
る
と
い
っ
て
き
た
。

あ
さ
っ
て
午
後
一
時
や
。
よ
ろ
し
く
た
の
む
で
」

そ
れ
は
亜
紀
子
に
聞
い
て
知
っ
て
い
る
。
そ
れ
よ
り
、
な
ぜ
支

局
長
は
．
…
：

「
な
ん
や
。
ケ
ロ
ッ
と
し
と
る
な
。
武
者
ぷ
る
い
ぐ
ら
い
、
せ
ん

か
い
」

「
支
局
長
」

「
う
？
な
ん
や
」

「
支
局
長
は
、
き
ょ
う
、
兵
庫
製
鉄
へ
行
っ
て
ま
し
た
ね
。
な
に

か
用
事
、
あ
っ
た
ん
で
す
か
」

「
用
が
な
い
と
、
行
っ
た
ら
い
か
ん
の
か
」

面
倒
く
さ
そ
う
な
顔
付
き
で
、
支
局
長
は
ソ
フ
ァ
に
体
を
沈
め

る
。
ジ
ロ
ッ
と
上
目
づ
か
い
に
戸
波
の
視
線
を
は
ね
返
す
。

「
こ
れ
で
三
遍
Ⅱ
か
な
。
き
ょ
う
は
返
事
を
聞
き
に
押
し
か
け
た

ん
や
」

●

あ
ら
す
じ
昭
和
四
十
五
年
秋
１
．
毎
朝
新
聞
神
戸
支
局
は
、
地
元
の
大
手
企
業

兵
庫
製
鉄
の
公
害
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
乗
り
出
し
た
。
仕
事
に
意
欲
を
失
っ
て
い
た
戸

波
峻
記
者
も
、
情
耶
の
相
手
で
あ
る
バ
ー
の
女
ユ
カ
の
被
害
を
目
嬢
し
て
、
参
加
す

る
。リ

ー
ダ
ー
の
石
津
支
局
長
は
兵
鉄
の
和
久
井
社
長
ら
と
の
会
見
記
を
計
画
。
兵
鉄

側
は
毎
朝
新
剛
の
切
り
崩
し
を
同
時
に
進
め
る
条
件
つ
き
で
、
会
見
に
応
ず
る
こ
と

に
な
る
。
戸
波
は
、
か
つ
て
危
う
い
所
を
助
け
た
兵
鉄
秘
書
課
の
細
川
亜
紀
子
か

ら
、
こ
う
し
た
社
内
情
報
を
入
手
す
る
が
、
そ
の
と
き
夜
の
須
磨
海
岸
で
キ
ス
し
て

し
ま
う
。

取
材
は
工
場
に
近
い
住
民
を
相
手
に
進
み
、
畳
屋
の
金
原
祐
介
ら
か
ら
被
牽
画
の
実

態
を
知
ら
さ
れ
る
。
一
方
、
石
津
支
局
長
が
、
ひ
そ
か
に
兵
鉄
幹
部
に
接
近
し
て
い

る
気
配
が
あ
り
、
戸
波
の
疑
惑
は
深
ま
る
．
…
．
．
。
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「
食
事
も
一
緒
に
さ
れ
た
ん
で
し
ょ
う
。
こ
の
前
の
と
き
は
…
…
」

露
骨
に
、
と
が
め
立
て
す
る
眼
に
な
っ
た
。

ノ
ド
の
奥
で
、
支
局
長
は
か
す
か
に
笑
っ
た
。

「
あ
あ
、
食
っ
た
で
え
。
昼
め
し
招
待
す
る
い
う
か
ら
、
社
員
食

堂
の
を
ご
ち
そ
う
し
て
く
れ
と
い
う
た
ら
、
び
っ
く
り
し
と
っ

た
」「

。
。
：
：
：
：
。
、
」

「
ハ
ム
エ
ッ
グ
、
鯖
の
生
ず
し
、
わ
け
ぎ
の
ヌ
タ
、
そ
れ
か
ら
何

や
っ
た
か
な
。
と
に
か
く
、
ウ
チ
の
本
社
の
食
堂
と
メ
ニ
ュ
ー
は

変
わ
ら
ん
が
、
ネ
タ
の
一
つ
ひ
と
つ
は
上
等
や
っ
た
ぞ
」

「
…
…
、
し
か
し
．
…
・
・
」

こ
と
ば
が
ノ
ド
に
つ
か
え
て
出
て
こ
な
い
。
そ
れ
が
、
も
ど
か

し
い
。そ

ん
な
不
審
と
い
ら
だ
ち
を
一
気
に
ぶ
ち
こ
わ
す
よ
う
に
支
局

長
が
笑
っ
た
。

「
な
ん
で
、
そ
ん
な
不
機
嫌
な
顔
を
し
と
る
ん
や
。
」

「
つ
ま
り
、
そ
の
、
や
っ
つ
け
よ
う
と
い
う
会
社
で
め
し
を
食
わ

し
て
も
ら
う
な
ん
て
、
不
謹
慎
や
な
い
か
と
１
１
」

「
心
配
す
な
。
む
こ
う
の
連
中
に
も
、
め
し
、
お
ご
っ
て
あ
る
」

「
し
か
し
…
…
」

「
お
い
、
戸
波
。
前
に
も
い
う
た
け
ど
な
、
今
度
の
仕
事
、
こ
れ

は
兵
庫
製
鉄
に
ケ
ン
カ
売
る
の
と
違
う
ん
や
ぜ
。
住
民
の
被
害
の

実
態
を
世
間
に
広
く
知
ら
せ
る
。
と
同
時
に
、
会
社
側
の
公
害
対

策
も
、
地
元
の
実
情
も
、
公
平
に
万
逓
な
く
書
く
。
そ
し
て
、
そ

こ
か
ら
、
み
ん
な
で
公
害
問
題
を
考
え
て
い
こ
う
、
と
い
う
こ
と

や
。
」そ

れ
は
、
わ
か
っ
て
い
る
。
理
ク
ッ
で
は
、
そ
の
通
り
だ
。
だ

か
ら
と
い
っ
て
、
書
く
側
と
、
書
か
れ
る
側
の
ト
ッ
プ
が
、
つ
な

が
っ
て
い
る
よ
う
な
印
象
は
、
や
は
り
不
潔
感
を
呼
ぶ
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。

ほ
ん
の
少
し
ま
え
、
兵
庫
製
鉄
の
本
社
前
で
み
か
け
た
風
景
が

戸
波
の
脳
裏
で
、
ジ
リ
ジ
リ
と
音
を
立
て
て
焦
げ
た
。

ま
る
で
十
年
の
知
己
に
対
す
る
よ
う
に
、
親
し
げ
に
語
り
か
け

て
い
た
花
房
総
務
部
長
。

戸
波
に
は
見
せ
た
こ
と
も
な
い
、
こ
ぼ
れ
る
よ
う
な
笑
顔
を
振

り
ま
い
て
い
た
亜
紀
子
。

支
局
長
も
、
そ
れ
に
応
え
て
、
愛
想
よ
く
話
し
か
け
て
い
た
で

は
な
い
か
。

（
お
れ
が
、
潔
癖
す
ぎ
る
の
か
。
い
や
、
そ
ん
な
筈
は
な
い
）

ふ
と
、
一
つ
の
こ
と
に
気
付
い
た
。
そ
れ
は
、
戸
波
を
う
ろ
た

え
さ
せ
た
。

嫉
妬
だ
。

亜
紀
子
と
支
局
長
と
が
、
あ
ん
な
に
も
親
し
げ
に
あ
い
さ
つ
を

交
し
て
い
る
ｌ
・
そ
の
こ
と
が
、
理
由
の
漆
い
嫉
妬
に
厳
っ
て

反
感
を
呼
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
か
。

そ
の
想
い
を
、
躍
起
に
な
っ
て
打
ち
消
し
た
。

（
惚
れ
て
も
い
な
い
女
の
こ
と
で
、
嫉
妬
な
ん
て
あ
り
得
な
い
じ

ゃ
な
い
か
）

関
心
は
、
確
か
に
持
っ
て
い
る
。
で
も
、
そ
れ
は
決
し
て
、
愛

と
呼
べ
る
も
の
で
は
漆
い
Ｉ
．

「
ど
や
、
わ
か
っ
て
く
れ
た
か
な
」

鼻
先
で
、
支
局
長
の
細
い
眼
が
、
笑
っ
た
。

「
え
、
ま
あ
」

「
あ
、
そ
う
や
。
も
う
一
つ
、
忘
れ
と
っ
た
。
例
の
、
え
－
つ
と
、

そ
う
そ
う
、
堂
本
敏
夫
の
こ
と
や
け
ど
な
」

そ
う
い
う
と
、
支
局
長
は
、
机
上
の
メ
モ
を
取
り
上
げ
た
。

堂
本
１
戸
波
の
書
い
た
無
罪
判
決
の
記
事
の
た
め
に
前
歴
が

ば
れ
、
職
を
失
っ
た
男
で
あ
る
。

「
再
就
職
の
口
が
み
つ
か
っ
た
ん
や
。
そ
れ
で
、
本
人
に
連
絡
し

て
．
．
…
・
」

支
局
長
は
、
そ
こ
で
急
に
口
を
閉
じ
、
入
口
の
方
へ
視
線
を
移

し
た
。

「
噂
を
す
れ
ば
、
や
、
本
人
さ
ん
が
、
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
で
」

振
り
返
る
と
、
受
付
に
案
内
さ
れ
た
堂
本
が
、
入
っ
て
く
る
と

こ
ろ
だ
っ
た
。

戸
波
は
、
な
ぜ
か
急
に
胸
を
衝
か
れ
た
。

ま
た
髪
に
白
い
も
の
が
ふ
え
た
よ
う
な
気
が
す
る
。

表
情
も
、
ひ
ど
く
硬
い
。

’
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戸
波
の
胃
袋
は
宵
を
た
て
て
締
め
つ
け
ら
れ
た
。

支
局
長
も
、
同
じ
よ
う
な
直
感
を
持
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

「
そ
り
ゃ
ど
う
も
。
い
や
、
申
訳
あ
り
ま
せ
ん
」

ぶ
し
つ
け
に
、
給
料
の
話
な
ど
を
持
ち
出
し
た
こ
と
を
率
直
に

恥
じ
入
っ
て
い
る
表
情
で
あ
る
。

「
か
え
っ
て
、
ご
迷
惑
を
。
…
・
・
」

こ
の
頭
の
高
い
男
が
、
深
い
お
辞
儀
を
し
て
い
る
。
戸
波
も
、

黙
っ
て
支
局
長
に
な
ら
っ
た
。

顔
を
上
げ
て
堂
本
を
見
た
。
表
情
は
、
全
く
変
わ
っ
て
い
な

い
。
そ
こ
に
心
の
傷
の
深
さ
を
の
ぞ
い
た
よ
う
な
想
い
が
し
た
。

「
い
や
、
こ
ち
ら
こ
そ
」

机
変
わ
ら
ず
の
棒
読
み
で
堂
本
は
少
し
頭
を
下
げ
、
そ
の
ま
ま

立
ち
上
が
っ
た
。

「
失
礼
し
ま
す
」

硬
い
硬
い
表
情
の
ま
ま
背
中
を
向
け
た
。
そ
の
や
せ
た
背
が
揺

れ
て
消
え
て
ゆ
く
。

し
ら
け
た
沈
黙
だ
け
が
、
澱
ん
で
、
残
っ
た
。

そ
の
こ
ろ
ｌ
・

兵
庫
製
鉄
の
役
員
応
接
室
で
は
、
奇
妙
な
ド
ラ
マ
が
進
行
し
て

い
た
。正

面
に
役
員
ク
ラ
ス
が
居
並
ん
で
い
る
。
そ
れ
に
向
か
い
合
っ

て
机
が
三
つ
。
そ
の
中
央
に
は
、
柁
房
総
務
部
長
、
右
隣
り
に
小

柄
な
広
報
課
長
が
ひ
か
え
て
い
る
。

「
い
や
、
そ
う
い
う
答
弁
で
は
、
具
合
悪
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
」花

房
が
、
猪
筒
を
ひ
ね
り
な
が
ら
主
張
し
た
。
せ
か
せ
か
と
汗

を
ふ
い
た
。

「
公
害
防
止
対
策
の
た
め
に
は
、
カ
ネ
は
惜
し
ま
な
い
、
と
公
言

し
て
頂
か
な
い
と
…
…
」

「
し
か
し
、
だ
な
あ
」

中
央
の
和
久
井
社
長
が
、
面
倒
く
さ
そ
う
に
制
し
た
。

「
収
維
を
減
ら
し
て
ま
で
だ
よ
、
公
害
防
止
の
シ
カ
ケ
に
投
資
す

砿３

支
局
長
が
す
す
め
た
ソ
フ
ァ
の
一
番
す
み
に
腰
を
お
ろ
す
と
、

堂
本
は
二
人
に
等
分
に
頭
を
下
げ
た
。
そ
れ
が
、
ぎ
こ
ち
な
く
映

っ
た
。

「
い
か
が
で
す
か
。
ご
連
絡
し
た
勤
め
口
。
条
件
と
し
て
は
、
悪

く
な
い
と
思
う
ん
で
す
が
ね
」

支
局
長
が
問
い
か
け
る
。
こ
の
男
に
し
て
は
、
か
な
り
丁
重
な

言
葉
使
い
だ
。

硬
い
頬
の
ま
ま
で
、
堂
本
は
一
呼
吸
お
い
た
。
じ
っ
と
支
局
長

を
見
据
え
た
あ
と
、
口
を
ひ
ら
い
た
。

「
実
は
、
お
断
り
に
来
た
ん
で
す
」

「
…
…
と
い
い
ま
す
と
…
…
」

「
い
や
、
内
群
が
不
満
な
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ご
親
切
は
有
難

い
と
思
う
と
り
ま
す
」

口
調
も
表
梢
に
も
、
感
謝
の
い
ろ
は
な
い
。
ま
る
で
棒
読
み
の

科
白
の
よ
う
に
、
堂
本
は
つ
づ
け
た
。

「
私
の
方
で
捜
し
た
と
こ
ろ
へ
勤
め
る
こ
と
に
し
た
か
ら
で
す
」

「
い
や
、
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
下
さ
い
」
支
局
長
が
早
口
で
さ
え
ぎ

っ
た
。
「
そ
こ
、
且
給
、
な
ん
ぼ
で
す
か
」

堂
本
の
眼
が
、
キ
ラ
ッ
と
光
っ
た
よ
う
に
見
え
た
。
し
か
し
、

そ
れ
も
一
瞬
の
こ
と
だ
っ
た
ろ
う
か
。

「
給
料
は
、
恐
ら
く
、
こ
ち
ら
で
ご
紹
介
し
て
い
た
だ
い
た
会
社

の
方
が
い
い
は
ず
で
す
。
で
も
、
人
間
、
月
給
が
高
け
り
や
い
い

と
い
う
こ
と
ば
か
り
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
な
」

乾
い
た
口
調
が
つ
づ
い
た
。

堂
本
の
拒
絶
は
、
な
に
を
意
味
す
る
の
か
。
戸
波
に
は
、
揃
い

ほ
ど
わ
か
っ
た
。

組
合
運
動
に
傾
倒
し
た
こ
と
の
あ
る
男
だ
。
自
分
の
職
を
失
わ

せ
た
新
聞
社
の
世
話
に
な
ん
か
、
な
り
た
く
た
い
。
俗
に
い
え
ば

「
け
っ
た
く
そ
が
悪
い
」
か
ら
に
速
い
な
い
。

（
親
子
心
中
で
も
せ
え
、
と
い
う
の
か
）

記
事
の
抗
議
に
来
た
と
き
、
堂
本
の
吐
き
出
し
た
こ
と
ば
が
鮮

烈
に
よ
み
が
え
る
。

小
さ
な
記
率
に
す
ぎ
ぬ
。
し
か
し
、
そ
れ
が
彼
の
生
活
に
及
ぼ

し
た
影
聯
は
、
測
り
知
れ
ぬ
ほ
ど
大
き
か
っ
た
に
違
い
な
い
。
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5４

１

唇L ，副署〆

し〃

る
と
い
う
の
は
、
キ
ミ
、
経
済
界
の
常
識
に
反
す
る
よ
。
そ
ん
な

こ
と
を
新
聞
屋
に
し
ゃ
べ
っ
た
ら
、
財
界
で
物
笑
い
の
タ
ネ
に
た

る
じ
ゃ
な
い
か
ネ
」

「
実
際
に
は
、
そ
の
通
り
で
す
。
し
か
し
、
こ
れ
は
、
あ
く
ま
で

『

｝

泡雪雲雲霊夢羅ななた兇
1 、司走あ肯よ同現一，体う長つね想るかかせて計ゆく、もぃ用
を花ちるのいうＬ業在一を新、にて発ら定 ･ あこ砦 ･ んい現おすわ攻んとの

寒謹識撫溌礁群つくだれ不よだカてしあちい務を出新智間割との房つち、、

鳴: ‘鋲謙驚難蟻慧#〆さ灘騨欝現業耀討灘詫眺雲織：
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予
行
演
習
の
模
様
を
戸
波
に
伝
え
た
の
は
、
ま
た
し
て
も
細
川

亜
紀
子
で
あ
る
。

夜
も
十
時
近
く
、
夜
食
で
も
食
べ
に
出
よ
う
と
し
て
い
た
と
き

呼
び
出
し
の
電
話
が
支
局
に
か
か
っ
て
き
た
の
だ
っ
た
。

生
田
新
道
の
喫
茶
店
を
亜
紀
子
は
指
定
し
た
。
ま
る
で
須
磨
海

岸
の
こ
と
な
ど
、
何
も
な
か
っ
た
よ
う
な
、
カ
ラ
ッ
と
し
た
表
情

が
待
っ
て
い
た
。

相
変
ら
ず
、
話
に
は
臨
場
感
が
あ
っ
た
。
場
所
が
場
所
だ
け
に

亜
紀
子
は
声
を
ひ
そ
め
た
。
そ
れ
が
余
計
に
〃
ひ
め
ご
と
〃
め
い

て
耳
に
届
い
た
。

「
い
よ
い
よ
、
あ
さ
っ
て
、
ね
」

ま
る
で
、
お
芝
居
の
初
日
を
待
つ
女
学
生
の
よ
う
左
響
き
で
あ

る
。「

記
者
会
見
、
た
の
し
み
に
し
て
ま
す
わ
」

「
そ
れ
よ
り
、
君
、
ど
う
し
て
、
こ
ん
な
こ
と
を
俺
に
し
ゃ
べ
っ

て
く
れ
る
の
か
ね
」

女
の
瞳
の
奥
を
、
い
や
、
胸
の
底
の
底
を
覗
き
こ
む
よ
う
に
み

つ
め
る
。

亜
紀
子
は
一
瞬
、
ふ
っ
と
呼
吸
を
と
め
た
。
少
な
く
と
も
、
戸

波
に
は
、
そ
う
感
じ
ら
れ
た
。

お
そ
ろ
し
く
長
い
沈
黙
が
訪
れ
た
。
さ
き
に
口
を
ひ
ら
い
た
の

は
、
亜
紀
子
だ
っ
た
。

「
あ
な
た
が
、
好
き
だ
か
ら
で
す
」

（
つ
づ
く
）

ぷ
し
で
こ
す
っ
た
。

「
経
営
者
失
格
だ
な
」

う
め
く
よ
う
な
社
長
の
声
が
響
く
。

「
え
？
、
私
が
、
で
す
か
」

「
バ
カ
。
公
害
防
止
に
カ
ネ
か
け
す
ぎ
て
配
当
を
減
ら
す
よ
う
な

こ
と
に
左
っ
た
ら
、
だ
」

社
長
は
口
を
へ
の
字
に
曲
げ
て
上
を
見
上
げ
た
。

そ
こ
に
は
、
歴
代
社
長
の
肖
像
写
真
が
並
べ
て
掛
け
て
あ
る
。
そ

の
黄
色
く
変
色
し
た
画
像
は
、
室
内
の
ド
ラ
マ
を
皮
肉
っ
て
い
る

よ
う
に
も
見
え
る
…
…
。

１
５５

「
そ
の
と
こ
ろ
は
で
す
ね
。
そ
う
遠
く
た
い
将
来
ｍ
％
を
目
標
に

努
力
す
る
。
ペ
レ
ッ
ト
エ
場
の
排
煙
脱
硫
装
置
も
近
く
つ
け
る
よ

う
に
予
算
化
を
研
究
中
と
か
何
と
か
、
一
応
前
向
き
に
答
弁
し
て

お
か
れ
た
方
が
無
難
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
」

「
そ
う
か
ね
え
。
」

大
北
専
務
は
、
取
締
役
の
座
ま
で
あ
と
一
歩
の
と
こ
ろ
へ
迫
っ

た
こ
の
切
れ
も
の
の
後
輩
へ
、
つ
め
た
い
視
線
を
流
し
た
。

大
北
専
務
の
接
し
て
き
た
新
聞
記
者
と
い
え
ば
、
企
業
べ
っ
た

り
の
業
界
紙
記
者
か
経
済
部
記
者
ば
か
り
で
あ
る
。
若
い
、
向
う

見
ず
の
支
局
の
記
者
と
い
う
の
は
テ
レ
ビ
で
拝
見
す
る
程
度
で
、

見
当
も
つ
か
な
い
の
だ
。

「
こ
ん
ど
の
記
事
は
、
お
そ
ら
く
、
専
門
家
む
け
じ
ゃ
な
く
、
住

民
サ
イ
ド
と
称
す
る
素
人
記
事
で
し
ょ
う
。
そ
れ
だ
け
に
、
こ
わ

い
。
ヘ
タ
す
る
と
、
ひ
っ
か
き
回
さ
れ
る
よ
う
な
気
が
す
る
。
要

す
る
に
、
心
証
を
よ
く
し
て
お
く
の
が
一
番
で
す
か
ら
」

「
そ
り
ゃ
わ
か
っ
た
。
わ
か
っ
た
よ
。
し
か
し
、
同
業
他
社
は
、
ウ

チ
ほ
ど
投
資
し
と
ら
ん
の
も
事
実
だ
」

「
い
え
、
日
本
綱
管
が
今
度
、
地
元
と
結
ん
だ
協
定
を
点
検
し
て

み
ま
す
と
、
結
局
は
一
五
％
の
投
資
が
必
要
で
す
よ
」

「
た
に
、
一
五
％
？
そ
ん
な
無
茶
な
…
・
・
・
。
」

「
た
し
か
に
綱
管
の
協
定
は
八
年
後
が
目
標
で
す
。
し
か
し
、
要

す
る
に
、
社
会
全
体
が
、
そ
う
い
う
調
子
で
、
つ
ま
り
公
害
対
策

に
さ
ら
に
カ
ネ
を
か
け
ざ
る
を
得
な
い
よ
う
な
方
向
に
動
い
て
い

る
。
そ
れ
は
確
認
し
て
お
か
な
い
と
・
・
…
，
」

「
了
解
し
た
。
次
へ
い
こ
う
」

和
久
井
社
長
が
割
れ
鐘
の
よ
う
な
声
を
発
し
た
。
貧
乏
ゆ
す
り

が
、
一
段
と
激
し
く
な
っ
て
い
る
。

大
北
専
務
は
、
し
か
し
、
顔
を
赤
く
し
て
粘
っ
た
。

「
株
主
対
策
は
、
ど
う
す
る
。
公
害
防
止
に
カ
ネ
を
か
け
た
ら
、
そ

の
分
だ
け
減
飛
だ
。
増
収
減
益
で
配
当
も
へ
る
と
な
る
と
、
株
主

も
黙
っ
ち
ゃ
い
ま
い
」

「
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
く
だ
さ
い
、
こ
れ
は
新
聞
社
用
の
回
答
で
す
。

現
実
問
題
と
混
同
さ
れ
ち
ゃ
話
が
や
や
こ
し
く
な
り
ま
す
」

あ
、
そ
う
だ
っ
た
か
、
と
い
う
ふ
う
に
、
専
務
は
鼻
の
下
を
こ
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☆
月
刊
神
戸
っ
子
を
毎
月
お
読
み
に
な
り

た
い
皆
さ
ま
、
ま
た
神
戸
を
離
れ
て
い
る

お
友
達
に
、
神
戸
の
香
り
を
お
と
ど
け
に

な
り
た
い
方
は
、
編
集
室
あ
て
に
お
申
込

み
下
さ
い
。
さ
っ
そ
く
お
送
り
し
ま
す
。

６
カ
月
分
一
二
○
○
円

１
年
分
二
四
○
○
円
（
送
料
共
）

★
月
刊
神
戸
っ
子
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
神

戸
の
銘
店
に
は
、
お
客
さ
ま
へ
の
サ
ー
ビ

ス
と
し
て
神
戸
っ
子
が
お
か
れ
て
い
ま
す

☆
月
刊
神
戸
っ
子
を
お
買
求
め
の
時
に
は

左
の
本
屋
さ
ん
へ
ど
う
ぞ
。

コ
ウ
ベ
プ
ッ
ク
ス
さ
ん
ち
か
タ
ウ
ン

ニ
ュ
ー
漢
口
京
町
筋

漢
口
堂
湊
川
商
店
街

流
泉
書
房
セ
ン
タ
ー
街

文
洋
堂
新
聞
会
館
１
階

日
東
館
大
丸
前

☆
月
刊
神
戸
っ
子
週
間
年
記
念
祝
賀
会
・

第
３
回
プ
ル
ー
メ
ー
ル
賞
受
賞
式
。
ま
た

湛
酒
祭
に
は
、
雨
の
中
を
多
数
ご
来
場

く
だ
さ
い
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
心
よ
り
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。
当

日
、
御
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
ス
ポ
ン
サ

ー
各
位
に
も
、
深
く
御
礼
申
し
ま
す
。
今

後
と
も
何
卒
よ
ろ
し
く
ご
愛
読
の
ほ
ど
。

〈
小
泉
康
夫
〉

☆
春
雨
に
あ
え
な
く
散
っ
た
桜
。
花
見
も

せ
ん
か
た
な
く
、
４
月
す
み
れ
の
花
の
道

に
、
ス
ト
の
赤
い
旗
が
ひ
る
が
え
る
。
「
神

戸
蛍
つ
り
」
よ
、
今
年
も
青
空
で
あ
り
ま

す
よ
う
に
…
…
。
〈
小
泉
美
喜
子
〉

☆
春
と
と
も
に
世
界
一
周
の
豪
華
客
船
が

次
々
神
戸
に
や
っ
て
く
る
。
取
材
で
乗
船

す
る
度
に
高
級
老
人
ホ
ー
ム
に
い
る
よ
う

★
学
生
時
代
と
そ
の
あ
と
神
戸
で
生
活
し

て
い
た
関
係
で
読
ま
せ
て
い
た
だ
い
て
る

の
で
す
が
、
毎
号
た
の
し
い
で
す
。
広
告

ぺ
Ｉ
ジ
で
す
が
も
う
一
工
夫
し
て
広
告
ら

し
か
ら
ぬ
や
り
方
で
、
店
の
Ｐ
Ｒ
を
さ
れ

て
は
い
か
が
か
な
あ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
福
知
山
市
Ａ
・
Ａ
）

☆
私
が
こ
の
”
神
戸
っ
子
“
と
知
り
合
っ

た
の
は
爺
５
年
ほ
ど
前
西
宮
や
神
戸
に
い

る
友
人
の
と
こ
ろ
へ
行
っ
た
時
に
見
せ
て

も
ら
っ
た
の
が
初
み
て
の
出
会
い
で
す
。

神
戸
は
以
前
か
ら
と
て
も
好
き
だ
っ
た
の

で
す
。
そ
れ
に
そ
の
当
時
、
私
の
友
人
が

モ
デ
ル
と
し
て
出
て
い
た
り
し
て
よ
け
い

親
し
み
を
も
っ
て
見
て
い
ま
し
た
。
い
い

本
は
友
人
か
ら
譲
り
う
け
て
、
今
も
本
棚

の
中
に
あ
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く

遠
の
い
て
い
た
の
で
す
が
、
最
近
ま
た
偶

愛
読
者

サ
ロ
ン

〃′Ｊ，

編
集

後
記

j 藷､ 鯉一 、

少
．
癖
か
、

然
に
手
に
入
り
、
見
て
い
る
と
楽
し
く
な

っ
て
き
ま
し
た
。
神
戸
に
い
る
友
人
と
逢

う
と
、
変
わ
っ
た
喫
茶
店
や
お
店
を
捜
し

て
歩
く
の
が
お
決
り
に
な
っ
た
こ
の
頃
、

そ
う
い
う
点
で
も
お
お
い
に
〃
神
戸
っ

子
“
を
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
そ
う
い
う
お
店
を
ど
ん

ど
ん
紹
介
し
て
下
さ
い
。

（
県
下
加
東
郡
岡
本
曲
利
子
）

☆
現
在
の
持
ち
味
を
そ
の
ま
ま
続
け
て
ほ

し
い
。
神
戸
の
街
の
話
題
を
も
う
少
し
多

く
城
せ
て
ほ
し
い
。

（
浜
松
市
東
海
ポ
ウ
ル
フ
レ
ン
ド
社
）

☆
毎
号
楽
し
み
に
し
て
拝
読
し
て
お
り
ま

す
。
私
も
神
戸
を
離
れ
、
早
や
三
年
に
な

り
ま
す
が
、
長
年
住
ん
で
お
り
喪
し
た
神

戸
が
な
つ
か
し
く
、
唯
一
の
楽
し
み
に
し

て
お
り
ま
す
。
神
戸
を
訪
れ
る
者
に
と
っ

て
道
し
る
べ
と
な
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す

が
、
旅
行
者
に
と
っ
て
一
番
困
る
の
が
、

宿
で
ご
ざ
い
ま
す
。
私
も
子
供
達
と
幼
稚

園
の
同
踊
会
や
買
物
な
ど
で
訪
れ
ま
す
が

い
つ
も
友
人
宅
へ
伺
う
の
も
悪
い
の
で
困

っ
て
お
り
ま
す
。
あ
ま
り
高
価
で
な
く
、

そ
う
か
と
い
っ
て
あ
ま
り
み
じ
め
な
思
い

を
す
る
宿
も
困
り
ま
す
。
一
度
、
神
戸
の

旅
館
、
ホ
テ
ル
の
紹
介
を
し
て
下
さ
い
ま

せ
。
（
広
島
市
雨
森
和
子
）

☆
発
行
に
い
ろ
い
ろ
お
世
話
い
た
だ
い
た
方
が
た

安
部
正
夫
小
林
秀
雄
竹
馬
準
之
助

朝
比
奈
隆
上
林
英
一
外
島
健
吉

青
木
重
雄
後
藤
末
二
直
木
太
一
郎

砂
野
仁
古
林
喜
楽
西
村
功

乾
豊
彦
坂
井
時
忠
西
脇
親

石
野
信
一
阪
本
勝
中
巻
弘

石
野
成
明
雀
部
昌
之
介
中
西
勝

榎
並
正
一
白
川
渥
難
波
還

牛
尾
吉
朗
新
谷
秀
雄
南
部
圭
三

小
曽
根
真
錨
砿
瞬
率
毒
緬
沢
幸
二
郎

岡
崎

専
一
郎

小
野
一
夫
角
南
猛
夫
深
水
惣
吉

金
井
元
彦
竹
中
郁
福
冨
芳
美

嘉
納
正
治
滝
川
清
一
松
井
高
男

嘉
納
毅
六
滝
川
勝
一
一
宮
崎
辰
雄

柏
井
健
一
田
宮
虎
彦
宮
地
聖
二

鴨
居
玲
田
中
健
一
郎
光
田
顕
司

貝
原
六
一
玉
井
操
村
上
正
二
郎

楠
本
憲
吉
田
辺
聖
子
百
崎
辰
雄

小
磯
良
平
陳
舜
臣
元
永
定
正

小
林
芳
夫
高
橋
孟
行
吉
哉
女

小
泉
徳
一
津
高
和
一
神
戸
青
年
会
議
所

’
５６

’

神
戸
っ
子
ご
あ
ん
な
い

海
文
堂
元
町
通
３
丁
目

宝
文
館
元
町
通
５
丁
目

甲
南
堂
国
鉄
本
山
駅
北
口

小
原
光
文
堂
国
鉄
住
吉
駅
北
口

隆
司
書
房
新
開
地
本
通
り

文
進
堂
書
店
垂
水
銅
座
通
り

木
村
書
店
明
石
市
桜
町

神
戸
書
林
板
宿
バ
ス
停
前

秋
田
百
文
堂
奉
畑
い
榊
諦

南
天
荘
阪
急
六
甲
駅
２
階

ラ
ン
書
房
葺
合
区
布
引
町

４
丁
目

☆
月
刊
神
戸
っ
子
に
広
告
を
掲
載
ご
希
望

の
方
は
編
集
室
へ
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

☆
神
戸
百
店
会
の
事
務
局
は
月
刊
神
戸
っ

子
編
集
室
内
に
あ
り
ま
す
。

な
錯
覚
に
な
る
。
せ
め
て
一
度
ぐ
ら
い
は

動
い
て
い
る
時
に
乗
っ
て
み
た
い
も
の
だ

が
．
．
…
．
。
〈
橋
本
明
〉

☆
ま
つ
り
に
は
奇
抜
な
こ
と
を
や
ろ
う
。

ス
ト
リ
ー
キ
ン
グ
は
古
い
ロ
フ
ラ
ワ
ー
ロ

ー
ド
を
四
昼
半
に
見
立
て
て
下
張
り
、
裏

張
り
、
何
で
も
や
ろ
う
。
芸
術
広
場
で
は

壁
画
を
や
め
て
襖
を
つ
く
ろ
う
。
〈
Ｓ
〉

★
神
戸
ま
つ
り
の
青
年
広
場
の
企
画
に
参

加
す
為
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
い
い
企
画

で
な
い
と
皆
様
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
た

い
の
で
、
頭
が
痛
い
ん
で
す
。
で
も
、
ま

つ
り
に
ノ
ラ
ナ
イ
人
で
知
ら
な
い
間
に
ノ

セ
テ
シ
マ
ウ
の
も
お
も
し
ろ
そ
う
。

〈
西
口
恵
子
〉

★
ス
ト
日
和
り
の
一
日
、
最
後
の
桜
を
見

む
と
一
升
埋
と
緋
毛
既
な
ら
ぬ
ゴ
ザ
と
お

潰
物
な
ど
を
携
え
て
花
見
に
出
か
け
ま
し

た
。
行
き
の
車
の
中
で
も
う
ア
カ
イ
顔
を

し
て
い
る
人
や
ら
缶
コ
ー
ラ
を
チ
ピ
チ
ビ

や
っ
て
酔
っ
た
人
や
ら
。
〈
井
上
久
代
〉

★
桜
の
花
が
満
開
で
す
。
桜
っ
て
い
う
の

は
花
び
ら
が
ハ
ラ
ハ
ラ
と
落
ち
て
、
そ
の

花
び
ら
の
一
枚
一
枚
が
ハ
ー
ト
形
を
し
て

い
る
ん
で
す
。
コ
ー
カ
イ
ノ
オ
ン
ナ
ガ
キ

ー
ー
カ
カ
ル
」
粋
な
花
だ
な
あ
。〈中

村
雅
子
〉

神
戸
っ
子
Ｎ
ｏ
．
面

☆
発
行
／
鉛
年
５
月
１
日

☆
編
集
・
発
行
／
小
泉
康
夫

☆
発
行
所
・
神
戸
っ
子
編
集
室

神
戸
市
生
田
区
東
町
加
の
１

１
大
神
ビ
ル
８
階

１
雪
細
２
２
４
６
（
代
）

振
替
口
座
神
戸
四
五
一
九
六

頒
価
測
円
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ネ申戸のうまいもんとドリンキングま キいつの
☆日本料理
阿なご寿司吉辰

神戸市生田区元町通３－１８４
ＴＥＬ３３１－３４３５

讃岐名代うと 7 Ｌあこや亭
神戸市葺合区旗塚通７－５ＴＥＬ２３１－６３００

トアロード店ＴＥＬ３９１－２５３８
兵庫駅前店ＴＥＬ5 7 5 - 5 3 0 6

和 食〈れなし、
三宮生田新道浜側中央

ＫＣＢビル２ＦＴＥＬ３３１－０４９４

か っぽう花〈ま
神戸市生田区花隅町４５

ＴＥＬ３４１－０２４０

撫鴨墓媛癖鰐蕊骨蹄二蕊
る里お茶積･ おむすび、

鍋もの山、
神戸市生田区北長挟通２の１

ＴＥＬ３３１－５５３５

た こ焼たちばな
三宮センター街( 旧柳筋）ＴＥＬ３３１－０５７２

北海道郷土料理蝦夷
神戸市生田区中山手通1 丁目1 1 5
生田区東門筋東門会館ピル１階

ＴＥＬ3 3 1 - 7 7 7 0

カニ料理婆婆羅（ばさら）
神戸市生田区北長狭通１丁目１８

三宮阪急西口北側レインポープラザ１．２Ｆ

☆西洋料理T E L 3 2 1 - 6 3 6 3
とスト ｡ ﾗ ｰ ﾝ アポロン
プイーハーフー 村１戸市葺合区八幡通５丁目６

ＴＥＬ2 5 1 - 3 2 3 1

°…′錘罵声鯉田跳興
ＴＥＬ2 2 1 - 8 5 4 7 . 2 3 1 - 3 3 1 5

錨l f I l I u : ＥＳＡＮ－ＭＯＮ三門
神戸市生醗区中山手; 唖二丁目９８ノ９９

ＴＥＬ３３１－５８１７

ｽ ﾃ ｰ ｷ ﾊ ｳ ｽ れんが亭
神戸市生田区下山手通２丁目３４

ＴＥＬ3 3 1 - 7 1 6 8

レ ストランセントジョージ
：神戸市生田区北野町1 丁目1 3 0

ＴＥＬ２４２－１２３４

レストラン

ｍ月碓o w l d e
l a m o d e

鉄板グリル

レストラン

居オ酉１塁風
れすとらん

レストラン

串かつ店

クリル･ 鉄板焼

ＢＡＲＢＥＣＵＥ
＆ＳＴＥＡＫ

イタリア料理

レストラン

ピッツアハウス

レストラン

ピザ＆
スパゲティ

レストラン

男 爵
神戸市生田区中山手１－１８

山手第一ビル１ＦＴＥＬ２４１－０７７８

花 屋敷
三宮フラワーロード市役所前

ＴＥＬ２５１－２１０９

き やんどる
神戸市生田区北長狭通２－２２

ＴＥＬ3 3 1 - 1 1 8 3

キングスフワームス
神戸市葺合区磯辺通４－６１

ＴＥＬ2 2 1 - 3 7 7 4

弁 戸のある昌戻
生田新道新世紀南
ＴＥＬ3 3 1 - 5 6 6 4

ム ーンライト
三宮・生田新道

ＴＥＬ３３１－９５５４

禾 ロ薗陀屋
三宮相互タクシー北入
ＴＥＬ３２１－０２３０

月
神戸市生田区北長狭通１－２４

生田神社前ＴＥＬ3 3 1 - 2 5 0 9

段Ｊ ｰ
ノミ

生田区元町通３丁目
ＴＥＬ３３１－２１０８

ドンナロイヤ
神戸市生田区明石町３２

明海ビル地階ＴＥＬ３３１－７１５８

ハイウエイ
神戸市生田区下山手２－２０

ＴＥＬ３３１－７６２２

ピ ノッキオ
神戸市生国区中山手２－１０１

ＴＥＬ３３１－３５４５

フ ツク東店
神戸市生田区栄町１－５－３

ＴＥＬ３２１－３２０７

ガ ノレの店
葺合区琴緒町５丁目１－７

西山ビル1 ＦＴＥＬ2 4 1 - 9 0 2 5

ミリオナークラブ・
生田区山本通２丁目5 0 の２
レストラン2 3 1 - 9 3 9 3 ～５
メンバーズ2 2 1 - 1 1 6 2

フオ一ク
ウエスタン

ＲＥＳＴＡＵＲＡＮＴ
＆ＢＡＲ

口一ストシテイ
神戸市生田区三宮町３丁目２２

ＴＥＬ３３１－３７７０

ゴックスタッド
生田区山本通３丁目１８回教寺院前

ＴＥＬ2 4 2 - 0 1 3 1

メキシコ小科理亭フョイ
神戸市生田I 室中山手ﾗ 通１丁目４ノ1 ２

フ ァ一ナ
パールコーポラスピル１Ｆ

ＴＥＬ２４２－００４３

善熱燕ﾗ §コーベ。ローレライ
生田区北長狭通６丁目３９

ＴＥＬ３７１－００８６

ｧ 4で喫茶
喜一水上２にしむら劫ロ排店

中山手店・神戸市生田区中山手j 唖１丁目７０
ＴＥＬ2 2 1 - 1 8 7 2 . 2 3 1 - 9 5 2 4

センター街店．神戸市生田区三宮町２丁目３５
ＴＥＬ3 9 1 - 0 6 6 9

北野店・山本逆 2 丁目９ＴＥＬ 2 4 2 - 2 4 6 7
（会員制）３Ｆ班務所ＴＥＬ 2 4 2 - 1 8 8 0

喫 茶・ ﾚ ｽ ﾄ ﾗ ﾝ バロ一
神戸三富サンプラザ地下ＴＥＬ３９１－１７５８
トアロード店ＴＥＬ３９１－１２１０

喫茶ガ°一デイニア
神戸市生田墜来町１１３－１大神ビル1 Ｆ

ＴＥＬ３２１－５１１４

靭 誹モーツアルト
神戸市生田区山本通２丁目９８グランドマンション１Ｆ

ＴＥＬ２４１－３９６］

☆ｃｌｕｂ
くらぷ阿以子

神戸市生田厘中山手２丁目８９
ＴＥＬ３３１－６０６９

ｏ ｌ・ｂ飛鳥
神戸市坐田区中山手１丁目ｌＩ７

ＴＥＬ３３１－７６２７

工 ド．ワ－ズ倶楽部
神戸市生田峰北及狭述ｌｒｕ２８

ホワイトローズピル５．６Ｆ生田新道ＴＥＩ－．３９１－３３００

． １．ｂ′ ｣ 、万
神戸市生凪区東禰筋中島ビル３Ｆ

ＴＥＬ３９１－０６３８．４３８６

。 ’“Ｉ，さち
神戸市生田区中山手逝２丁目７５

ＴＥＬ3 3 1 - 7 1 2 0

ク ラブ千
神戸市生田区下山手通り２丁目２１

T E L 3 9 1 - 1 0 7 7

o I ”ｂなぎさ
神戸市生圃区北艮挟通２のｌＴＥＬ３３１－８６２６

ｏＩ“ｂ蕗〈名、き〉
神戸市生田区下山手通２丁目ＴＥＬ３９１－１５１５

く らぷぶげ、ん
三宮生田祈道浜側中央ＫＣＢビル５Ｆ

ＴＥＬ３３] - 8 5 9 3

§ｌＡｏ：ＭｏｏｎＬｉｇｈｔ
ＢＡＲＴＥＬ３３１－０８８６．３９１－２６９６
ｃｌＬｌｈＴ胆Ｌ３３ ] ０１５７

ク ラブるふらん
神戸市生田区北艮狭通１丁目５３ＴＥＬ3 3 1 - 2 8 5 4

☆ＳＴＡＮＤ＆ＳＮＡＣＫ

スタンド英国屋
生田区下山手皿２－６棚互 ﾀ ｸ ｼ ｰ 横

ＴＥＬ3 3 1 - 1 1 0 0 . 3 3 1 - 6 6 0 0

洋 酒ハウス雑貨屋
生田区下山手j 皿2 丁目8 の６

（生田新迦相互タクシー微上る）ＴＥＬ3 2 1 - 0 2 6 0

ス タンドグラムール
生掴筋岸ピル地階ＴＥＩ- . 3 3 1 - 4 6 3 7

ＳＮＡＣＫ ＭＡＴＳＵＭＯＴＯ
神戸市生田区中山手皿１丁目３２－３
曽根ビル 1 F T E L 2 4 1 - 5 4 7 0

ｶ ｸ ﾃ ﾙ ﾗ ｳ ﾝ ｼ サヴォ
商架ＩｌＩ１１Ｍ

ＴＥＩ→

イ
テキの庶北
３３１２６１５

ＤＲＩＮＫＩＮＧＩＳ
ＡＮＡＲＴＯＦＬＩＦＥ

スナックビ

ウッドハウス
神戸市生田区下山手通１丁目３２
ＰＨＯＮＥＯ７８－２４１－７３２０

ビ ー、千

号／
神戸市生田区中山手２丁目

ＴＥＬ3 ９１－４５８２

居酒座 ボルド
生Ｈ１新遮浜ｲ 1 1 1 中央K C B ピルB ＩＦ

ＴＥＬ３３１－３５７５

スナツクン ザ
生田神社西門伊蕊ピル地下

ＴＥＬ３３１－１４２９

洋 酒の店キャンテイ
神戸市生田区北長扶迩２丁目３
ＴＥＬ3 9 1 - 3 0 6 0 . 3 9 1 - 3 0 ｍ

スープとパン店キヤンテイゴヒ店
神戸市生田区下山手通３丁目８－９T E L 3 3 1 - 3 6 6 1

D R I N K スネカジリッ子
ＳＮＡＣＫ神戸市生田区下山手通ｚ丁目

永晃ピルＢ１T E L 3 9 1 - 8 7 0 8

S t a n d & S n a c k サントノ－レ
テイー＆ドリンク生田区下山手通２丁目トア．ロード

ＴＥＬ3 9 1 - 3 8 2 2

影' ･ ソe I J o u ¥ t 鴎サントノーレ
ルーレット教室神戸市生田区中山手通１丁目２４－７

ダイワナイトプラ張6ＦＴＥＬ241-1710.221-3886

素 舌洞でっさん
神戸市生田区北是挟逝1 丁目源平寿司3 階

ＴＥＬ３３１－６７７８

Ｓ ＴＡＮＤマシュケナダ
生田区下山手通２丁目ちやいなタウン地下

ＴＥＬ３３１－５５８７

ス ナックＧＡＳＴＲＯ
ﾄ ｰ ｧ ﾏ 壷蕊田県挫謡旦溺：

スタンドクラブ . ・ガーデニア
神戸市生田区中山手; 辺１丁目１１５

束門筋中島ビル２ＦＴＥＬ３９１－３３２９

Ｓ ＮＡＣＫ山の手
神戸市生顕区中山手通１丁目

ソネビルエＦＴＥＬ２２１－３６３７

ｆ丸織上ﾋ ﾟ 奈古多神戸市生田区北野町１丁目1 4 3
Ｔｅ1 . 2 4 1 - 1 3 0 6

サ ロンアルバトロス
生田区中山手通り１丁目2 4 の７

大和ナイトプラザ１Ｆ－ＢＴＥＬ( 2 3 1 ) 3 3 0 0

ス ナックエノレソタノ
神戸市生厩区下山手通ＴＥＬ3 3 1 - 6 6 2 0

スーナ

兎夕

山ク 荘
神戸市生田区北長峡通１丁目２２

T E L 3 9 1 - 5 8 2 3

ド 紋
神戸市生田区北長狭迩１丁1 - 1 4 1 - 1 レンガ筋

ＴＥＬ３３１－８８５８
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ｂ鐘室 同１一雲晶＝弓享亭

l 並

、

．』

伽ｔｉｑｕｅ
ｇｅｒｉｅｓ
ｌｘＸ｣壷
小林秀夫さん
< 三菱瓦斯化学ＫＫ浪迎工場次長＞

「学生時代から河合克次郎きん
の作品に興味を持っていたので
すが仕事に追われ、麻雀に追わ
れで( 笑) やっとここ、２，３年来、
一直線に六古窯（丹一波･ 信楽･ 瀬
戸･ 備前･ 越前･ 常滑）に親しむ
ことができるようになりました。
女房と共に丹波の古陶館をた

ずねたり、風土のなかからにじ
みでる壷の庶民的な暖かざは、
仕事を終えて見るとき心にゆた
かさを与えてくれます。
バロンのコーヒーやこの朝食

にもそんなフテミリーなゆたか
さが部屋にも､ I 米にもありますね」

〆、‘『愈爾
･ゼセ

Ｆ

ご』
Ｆ

ご』

９

、

ﾛ

Ｉ

ﾛ

ｒ

ｈ

曙
一
惨
罰
罰
癖
“
・
蝿

uにＥ

☆英国風喫茶，レストラン三宮さんプラザ店
ＴＥＬ３９１－１７５８ＡＭ１１：００～ＰＭ９：００迄

★コーヒーショップトア・ロード店
ＴＥＬ3 9 1 - 1 2 1 0 A M 1 0 : ００～P M 9 ：0 0 迄

☆コーヒーショップセンター1 封店
ＴＥＬ３９１－１３７５ＡＭ１０：Ｏ０－ＰＭ９２００迄

Ｌ

零

霞繍画ン

承，Ｉ『

カメラ／米田定蔵

( さんプラザ､ ､ バロン〃にて〕

ヨ
ｆ１

－

一里

１
〆
－０
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･ｲﾝﾃﾘｱ・ダｭヱ｣と多勢⑨
やすらぎ，と
格調と……
新鮮な世界へ
いざなうような睡譲＝一
花蔦をデザインした
飾り扉のあるアプローチ。二＝
室内は、
人々がリッチな気分て’
くつろげるよう、
細かな装飾性を避け、
ゆとりを第一に考えました。

Ｍ１‘鳶で鶏

ノ

ジ〆

…

１ －
｜i’

邑虻五

一江砿
一
二
国

面
－

画

雰
一
．
。識裁．

鶏

怪

蝿i､,ｔ、

彦嬰雷一一三

珂戸冨濡一一一一

Ｉ理患徴
弓

一弐一ヨ

』ｂ

▲ｃＩｕｂ, ､ サイセリヤ" ( 三宮）設計施工／入船株式会社担当／長田拓朗

3 〆

|Ｉ 企画･ 設計･ 施工のｵ ｰ ﾙ ﾏ ｲ ﾃ ｲ 升入船株式会社
神戸市j難区友田町5 - 2 - 2 ( グランド六甲ボウル1 . 2 Ｆ）ＴＥＬ. （0 7 8 ) 8 ５１－３１９１
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／

雲塞雪 脳ドイツ風

図

ドイツの識を思わせるシャレたインテリア生田区北長狭通 6 ( フジモト神戸ピル地階）

お店の中は音楽がいっぱい。ジョッキの
ふれ合う音が音楽にとけあい、 ､ 本場ドイツ

料理' ，を一段と楽しくさせてくれます。
ペアーでも、グループでも、もちろんお一人様
でも思いのまま楽しんでいただけます。

、

副営業時間のご案内

、

＆

§衝，ム’

‘己

》●
〃

ＰＭ､５：３０～ＡＭ､２：００定休日月I N R日
画パーティにもお気軽にご利用下さい。
電話でのご予約も受付いたＬております。
ＴＥＬ、３７１．００８６

事務所生田区中山手１丁目1 ７
ＴＥＬ、２３１．０００１

駐車場完備( 6 0 台収容可能）無料
ノ
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阪韓三宮西口北レインボープ毒ザョＦ

三宮阪急西口店ａ321-5200(代麦〉』

|鱗
窟･ 鐸Ｚ謬詳塾灘 ビ雲一ル又は日本；酉

凸色●｡ ●白 ｡ ◆■ ｡ ● C ●●●■●●蛾◆●■● ｡ ■各

お I 人様 1 本サービス
○鍋物 4 名さま以上に

うどんすき……￥９００より
寄せ鍋･ ……．．￥１，０００より

鍋物・会席

閑Ｏ
＝画一

圃職下 すき焼………￥Ｉ‘２００より
しゃぶしゃぶ…￥１，２００より

脚

か【こちI ’…･ ･ ･ ￥１，２，０より
■ランチタイム･ ･ ･ 定食二割引

※街I 宴会は8 0 名様迄。ご家族
様の小部屋もございます。

竺西＝疹一一割を垂
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ＤＲＩＮＫＩＮＧＩＳＡＮＡＲＴＯＦＬｌＦＥ生田区中山手通１丁目３２

W００卿伽蝿と暦”
ＲＥＳＴＡＵＲＡＮＴ＆ＢＡＲ

ロ

鵜 弘
雫一

回

P

蝿
１蝿 。

｛
や

J 痔』
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】|月

☆陽気ポカポカ５月の神戸。はやいもので“ウッドハウス' ’もちょうど
６ヵ月。あれよ、あれよのうちに過ぎました。これもお客様あってのこ
とと感謝しております。
５月といえば、神戸まつり。当‘‘ウッドハウス. ’も参加することに決

定しまして、毎日、毎日、何をしようか、何を売ろうか、とミーティン
グの連続です。とにかく、当日は黄色のトレーナー姿で一同がんばって
います。ぜひ来て下さい。尚、‘､ ウッドハウス輔に野球クラブが出来ま
した。只今相手募集中。こちらの方もよろしくお願いします。
☆昼( 1 1 : 3 0 A . Ｍ･ ～７：ＯＯＥＭ. ) コーヒー￥1 5 0 紅茶￥1 5 0 ピラフ￥2 5 0
サービスランチ￥2 5 0 夜（７：0 ＯＥＭ～４：3 0 A . Ｍ) ビール( 小) ￥2 5 0
水割り（ＯＬＤ) ￥3 5 0 フィズ￥4 0 O おつまみ￥１００平日１１：３０Ａ. Ｍ・
～４：３０A . Ｍ、日曜５：ＯＯＲＭ. ～０；００Ａ. Ｍ、第１．３日曜日休み

★風の爽やかな季節です。こんなとき雑踏を離れて郊外で思いつきl ) 新
鮮な空気を吸ってみよう。若葉の香りが身体いっぱいになったら、とた
んにお腹がグー･ すわ－大事／足は‘‘ゴックスタッド･ ' へとひた走り。
灰暗い室内でホッと一息。名物の“か承と”の周囲で新鮮な肉や野菜を
楽しもう。みるみるうちにエネルギーが満ち満ちてくるようだ。仕上げ
は北欧地酒。ゆるゆるとのぼる紫煙に今日が最良の一日であったことを
実感する。人生とはかくも素晴しきものかな. ノー日の締めくくりを
" ゴックスタッド，, でつけるとはこの上もなくぜいたくなことなのだ。
民族音楽の美しい調べがあなたを明日へと誘なってくれる－。
☆かぶと焼き各種￥6 0 0 ～8 0 O デンマーク風オープンサンド／スメアプ
レーズ￥5 0 0 にしん、きけ、うなぎのくん製各￥1 , 0 0 0 スモー・シュ
ットプラル（スウェーデン風肉ダンゴ）￥1 , 0 0 0 アクアヴィット￥4 0 0
水割￥4 0 0
６：００ｎＭ. ～２：0 0 Ａ. Ｍ，水暇F 1 休み

､

[】|旨
畢山牟届

|＝等;.…理ウッドハウスゴックスタッド ウ』J ドハウスＩｌＩｌｆｌＩ鈎品笹

酒噌肇写 ｡ﾉ 串田

聞固町

虹

吟竃行一調分院

グ

１
Ｊ

ﾞ リアシヤレー

☆初夏を迎え“ダリア両では、より一屑洗練されたフランス料理を楽し
んでいただけるようにと、メニューを充実させました。いずれも“ダリ
ア”ならではの料理ばかり。とりわけ、煮込み料理はどんな食通の方に
もご満足いただけるものです。〈ステーキ＞シャトープリヤンステー
キ￥3 0 0 0 サーロインステーキシユパール風￥2 5 0 0 < 魚料理＞舌ひ
らめ煮込みダリア風￥7 0 0 舌ひらめフライタルタルソース添え￥6 0 0
ひらめダリプ風￥7 0 0 車エビ煮込カルデイナル風￥8 0 0 食用がえるク
リーム煮ニューパーグ風￥6 5 0 < 肉料理＞鶏肉とライスのグラタン
キエフ風¥ 6 5 0 牛肉卵焼付スパケッテイ添えﾌ ｫ ﾚ ｽ ﾄ 風￥8 0 0 < サ
ラダ〉ダリアサラダ他各種
１１８００A . Ｍ－９：Ｏ０ＲＭ( デイナータイム５：ＯＯＲＭ～）木曜日休み

☆芦屋の山の手の閑静な場所にＴＥＡ＆ＳＮＡＣＫ“シャレ一両があり
ます。シャレーとはスイスのチロル地方の山小屋のこと．その名の通り
に店内はシャレた山小屋風。ふたりでドライブにでかけられたとき、チ
ョットお立ち寄りになりませんか。昼は落ち着いた雰囲気のなかでこぐ
のあるコーヒーを、夜ともなればギターの演奏に耳をかたむけながら香
り高いブランディを楽しんだり、愉快に踊ったり、ステキな初夏のひと
ときをお過ごしになれます。気候は爽やか。若者の季節一。“シャレ
ー' . は若い熱気と明るい笑い声の絶えることのない若者の店。ぜひ一度
お立ち寄り下さい。お待ちしております。ママ高橋妙子
☆コーヒー￥2 0 0 ピッツァ、軽食あり。
９：００A . , M ･ ～１２：００A . Ｍ、年中無休

| 墜景駅’1 １
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